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令和７年度財政援助団体監査報告書

第１ 監査の種類

地方自治法第 199 条第７項の規定による監査

第２ 監査の対象

団 体 岩戸地域センター運営協議会、南部地域センター運営協議会

所 管 課 市民生活部 地域活性課

第３ 監査の範囲

令和６年度及び令和７年４月１日から９月 30 日までの補助金の執行状況等

第４ 監査の期間

令和７年８月 29 日から令和８年１月 29 日まで

第５ 監査の着眼点及び実施内容

監査にあたっては、狛江市監査基準に準拠し、財政援助団体及び所管課において、

当該財政援助に係る出納その他の事務の執行が当該財政援助等の目的に沿って行わ

れているか等、次の事項を主眼に、提出書類及び関係帳票類の確認並びに関係職員か

らの説明を聴取するとともに、現地を実査することにより実施した。

１．所管課

（１） 補助金の目的、基準等は例規等により明確に定められているか。

（２） 補助金の交付目的及び補助対象事業の内容は明確か。

（３） 補助金の額の算定、交付手続及び交付時期等は適正か。

（４） 補助金の効果、執行状況については実績報告でなされているか。

また、その審査は適正か。

（５） 補助金の交付団体への指導監督は適切に行われているか。

（６） 補助金の精算、返還手続は適正に行われているか。

２．財政援助団体

（１） 補助事業は、目的に沿って適正かつ効率的に執行されているか。

（２） 補助金に係る収支の会計処理は適正に行われているか。

（３） 補助金に係る出納関係帳票の整理、記帳は適正に行われているか。

また、領収書等の証拠書類の整備、保存は適正か。

（４） 実績報告書と決算に係る計算書類の金額等は符合しているか。
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第６ 団体の概要

１．名 称 岩戸地域センター運営協議会

（１） 所在地 東京都狛江市岩戸南二丁目２番５号

（２） 目 的 岩戸地域センターを有効適切に活用し、利用者同士の連帯と責任のも

とに、センターを自主運営し、コミュニティ活動を通して、より良い地

域社会を形成することを目的とする。

（３） 事 業

① センターの管理及び運営に関すること。

② センター利用者間及びセンター利用者と地域住民の情報交換、交流並び親

睦に関すること。

（４） 役 員

会 長 １人

副会長 ２人

会 計 ２人

部 長 ２人

監 事 ２人

（５） 組 織（令和７年 11 月現在）

この運営協議会は役員 12 名、部員８名、事務局職員（事務局長１名、事務職員

１名、事務補助員５名）及び委託従事者５名で構成されている。

（６） 地域センター運営協議会助成金の内訳

（単位：円）

令和６年度 令和７年度

４ 月 期 8,779,750 8,721,000

７ 月 期 2,428,750 2,490,000

10 月 期 3,000,750 ―

１ 月 期 2,428,750 ―

交付確定額 16,198,801 ―

返 還 金 額 439,199 ―
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２．名 称 南部地域センター運営協議会

（１） 所在地 東京都狛江市猪方四丁目 11 番１号

（２） 目 的 南部地域センター利用者同士の連帯と責任のもとに、センターを有効

適切に自主運営し、コミュニティ活動を通して、より良い地域社会を形

成することを目的とする。

（３） 事 業

① センターの管理運営に関すること。

② センター利用者間及びセンター利用者と地域住民の情報交換、交流並び親

睦に関すること。

（４） 役 員

会 長 １人

副会長 ２人

会 計 ２人

部 長 ４人

監 事 ２人

（５） 組 織（令和７年 11 月現在）

この運営協議会は役員 10 名、部員 22 名、事務局職員（事務局長１名、事務職

員１名、事務補助員４名）及び委託従事者５名で構成されている。

（６） 地域センター運営協議会助成金の内訳

（単位：円）

令和６年度 令和７年度

４ 月 期 9,361,250 9,458,500

７ 月 期 2,598,750 2,811,500

10 月 期 3,229,250 ―

１ 月 期 2,598,750 ―

交付確定額 17,331,596 ―

返 還 金 額 456,404 ―
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第７ 監査の結果

岩戸地域センター運営協議会、南部地域センター運営協議会及び市民生活部地域活

性課に対し、補助対象事業に係る出納その他の事務の執行について、提出資料及び関

係帳票類の確認並びに関係職員からの説明を聴取して監査を実施した。その結果を以

下に述べる。

地域センターは、新しい地域的な連帯感に支えられた豊かな市民生活の実現に資す

ることを目的とし、市民の自発的なコミュニティ活動を助長するため設置された。

岩戸地域センターは昭和 53 年７月に開館し、平成 27 年４月に建て替えられてお

り、南部地域センターは昭和 58 年４月に開館し、平成 26 年３月に大規模改修が行わ

れた。

地域センターの管理運営は、地域住民が組織する地域センター運営協議会と狛江市

が協定を締結し、平成４年度から地域センター運営協議会による管理運営が行われて

いる。

この地域センター運営協議会は、地域センターを有効適切に活用し、利用者同士の

連帯と責任のもと、コミュニティ活動を通して、より良い地域社会を形成することを

目的とし、それぞれの地域の町会・自治会、利用団体等から選出された委員により構

成され、自主運営により事業を行っている。

共通の取組として、センターまつり、ふるさと友好都市との交流会、コミュニティ

誌の発行のほか、各センター利用者の傾向を踏まえた特色ある事業やイベントを開催

しており、岩戸地域センターにおいては、「音楽の街 岩戸」をテーマにジャズ・カ

ントリー・昭和歌謡・沖縄の歌と踊り・琴・三味線などの音楽イベントに力を入れて

おり、２か月に１度の頻度で開催している。また、南部地域センターにおいては、高

齢者の団体も多い一方、園児や児童が参加する団体活動も盛んとなっており、子ども

を対象としたお話し会や成人を対象とした料理教室なども開催している。

今後とも、コミュニティ活動を基盤として、より良い地域社会をつくるために、主

体的な活動に地域全体で取り組むとともに、狛江市に愛着が持てるよう、地域の特色

を生かした活動を推進されるよう願うものである。

なお、岩戸地域センター運営協議会、南部地域センター運営協議会及び市民生活部

地域活性課においては、当該財政的援助等に係る出納その他の事務の執行について、

おおむね適正に処理されていると認められるものの、改善を要する事項が一部見受け

られたため、以下に述べる。
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１．文書等の確認について（地域活性課）

地域センター運営協議会から提出された「人件費等実績報告」の添付文書に誤っ

た金額が記載されていたほか、市から発出された通知にも誤記載が見受けられた。

いずれも公文書であるため、改めてチェック体制を確立し、適切な事務処理に努め

ていただきたい。

２．個人情報の取扱いに関する特記仕様書について（地域活性課）

地域センター運営協議会との協定締結時に添付している「個人情報の取扱いに関

する特記仕様書」について、適用されている条文と適用されていない条文が見受け

られた。安全管理措置を確保し、個人情報の取扱いが適切に行われるよう、特記仕

様書の精査や見直し等に取り組んでいただきたい。

３．備品の管理について（地域活性課及び地域センター運営協議会）

地域活性課において、年に 1回地域センターに出向き、備品の管理状況を確認し

ているとの回答があった。しかしながら、岩戸地域センターについては、市の備品

台帳に登録されている備品と、現地で確認した備品の数に大きな乖離が見られた。

また、岩戸地域センター運営協議会及び南部地域センター運営協議会のいずれも、

運営協議会所有の備品台帳を備えていない状況であった。このため、両地域センタ

ーに現存する備品の管理や所有が曖昧にならないよう、すべての備品を精査し、地

域活性課及び両地域センター運営協議会において、改めて適切な管理体制を構築し

ていただきたい。

４．個人情報書類の管理について（地域センター運営協議会）

地域センター図書室において申請される「個人貸出登録申請書」の廃棄について、

両地域センター運営協議会で取扱いの差異が見られた。個人情報管理の観点からも

同一の対応となるよう取扱いを整理し、共有をしていただきたい。

５．例規の見直し等について（地域センター運営協議会）

監査に伴い事前に提出された両地域センター運営協議会が整備する規程等に誤

った記載が見受けられた。これらの例規は、地域センターの自主運営にあたり重要

な根拠となるため、改めて整理や見直しを行い、適切な規程等を整備していただき

たい。


